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聖霊降臨節第７主日 説教 「怒りの矛先」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 7 月 17 日  

マタイによる福音書 11:20～11:24

 皆さんには、身近に恐い人はいるでし
ょうか。また、その場合の恐い人とはど
ういう人なのでしょうか。かつて、恐い
ものと言えば、地震、雷、火事、親父と
言われておりましたが、それも死語とな
って久しく、ですから、周りを見回し
て、恐い人がどれくらいいるのだろうか
とも思うのです。ただ、周りから恐い人
がいなくなるということは、また別の意
味でいかかがなものかとも思います。そ
れは、かつて恐いと言われた人の多くは
危なく怪しい人ではなかったからです。
日頃の関わりの中で、この人はと、そう
思わせるところがあり、それゆえ、恐い
人と危ない人とが一緒くたにされること
はありませんでした。ですから、そのよ
うに人との関わりが薄れ、言葉が混同さ
れ、薄っぺらな言葉ばかりがまかり通る
ことになると、物事の本質を歪ませ、そ
の本質を見極める力を削ぐことにもなり
かねないように思います。ただ、もちろ
ん、意味もなく人を恐がらせていいとい
うことではありません。恫喝し、押さえ
つけ、有無を言わさず、ただ恐怖心だけ
を植え付けるものを認めるわけにはいか
ないからです。けれども、その上で思う
のです。恐い人がいないということが私
たちとって、それが本当に幸せなことな
のかと。 
 そこで、早速御言葉に聞いて参りたい
のですが、この日私たちに語られている
ことはイエス様の怒りの激しさについて
です。｢イエスは、数多くの奇跡の行わ
れた町々が悔い改めなかったので、叱り
始められた」と御言葉は語かたり、その
上で、「コラジン、お前は不幸だ。ベト
サイダ、お前は不幸だ」と厳しい調子で
二つの町々に怒りをぶつけるイエス様の
様子を記すのです。それは、この二つの
町が、イエス様が長く活動したガリラヤ
にあったからです。他の二つの町にもっ
との力を注いでいた方がましだったと言
っているのはそれゆえのことでもありま
すが、ただ、イエス様の怒りの矛先が向
かったのはこの二つの町だけではありま
せん。さらに激しさを増しているのはも
う一つの町の方です。それは、その場所
が、ヨハネが捕らえられたことを知った

イエス様が真っ先に向かった場所であ
り、また、神の子としての公の生涯を始
めるにあたって、最初に訪れた場所でも
あるからです。それが、ガリラヤにある
カファルナウムという町でもあります
が、それは、このカファルナウムがイザ
ヤ書において預言された場所でもあった
からです。 
 ですから、この町について御言葉はマ
タイの別の箇所でこう記しています。
「『ゼブルンの地とナフタリの地、湖沿
いの道、ヨルダン川の彼方の地、異邦人
のガリラヤ、暗闇にすむ民は大きな光を
見、死の陰の地に住む者に光が差し込ん
だ。』そのときから、イエスは、『悔い
改めよ。天の国は近づいた』といって、
宣べ伝え始められた」とマタイではこの
ように語られているのですが、それは、
この町にスポットライトが当てられ、そ
こで始まったものがイエス様による福音
宣教でもあったからです。それゆえ、福
音宣教とはすなわち、悔い改めと御国の
到来を人々に告げ知らせることであり、
それが、ここカファルナウムから始まっ
たということです。従って、カファルナ
ウムはイエス様の伝道活動における記念
碑的場所であったということでもありま
すが、ただ覚えるべきはそれだけではあ
りません。復活の後、甦りの主が弟子た
ちとの再会を約束した場所がこのガリラ
ヤでもあり、そもそものところで言え
ば、ガリラヤはイエス様の生まれ故郷で
もありました。このようにガリラヤは福
音宣教における重要な場所であったので
すが、ところが、イエス様が格別な思い
をもって関わったこれらの町々が、その
意に反して悔い改めることがなかった、
イエス様が怒り心頭なのはそれゆえのこ
とでもありました。 
 というわけですから、ここから分かる
ことはイエス様の怒りの激しさだけでは
ありません。その激しい感情の高ぶり
は、同時に、この町々に対するイエス様
の思い入れの深さを現しています。とこ
ろが、ここでは、この愛の深さが返って
多くの人を戸惑わせることになったので
す。そして、それは見た目の激しさだけ
ではありません。怒りの理由がどういう
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ものであれ、かわいさ余って憎さ百倍と
いうのは、これはいただけません。イエ
ス様らしくないと思えるからです。しか
し、イエス様の父であり、私たちの父な
る神様は熱情の神様とも言われているお
方です。つまり、一端火がついたら誰に
も止めることのできない激しさを持って
いるということです。ですから、その激
しさは父親譲りであったということでも
ありますが、それゆえ、私たちがこうし
てイエス様と一緒に暮らしている以上、
イエス様というお方が優しく、穏やかな
ばかりではないということを知っておく
ことは、知っておいて損はないように思
います。 
 ただ、問題はここからです。イエス様
はどうしてここでこれほどまでに怒りを
露わにされたのでしょうか。その理由
は、これらの町々が悔い改めなかったか
らだと御言葉にはありますが、しかし、
何でもよくご存知なのがイエス様なはず
なのです。ましてや、あのユダに対して
は、これほどまでの怒りをぶつけること
はありませんでした。それは、ユダの裏
切りをご存知であったからです。ところ
が、それにもかかわらず、ここでこのよ
うな事態が生じているのはどうしてなの
でしょうか。イエス様はまったく想定す
らしていなかったというのでしょうか。
私にはそれが不思議でならないのです
が、では、この怒りは、イエス様の見当
違い、見る目のなさを現しているという
ことなのでしょうか。つまり、そこはイ
エス様も人の子、目に入れても痛くない
ほどの思い入れの深さゆえの贔屓の引き
倒し、つまり、イエス様にもその目を曇
らせるような偏りや歪みがあったという
ことなのでしょうか。けれども、もしそ
うなることが分かった上のことだとした
らどうでしょう。それについては、憶測
が憶測を呼んで収集つかないことにもな
りそうですが、しかし、恐らくは、どれ
一つとっても、私たちを心底納得させる
ものはないのでしょう。それは、どれも
一つの可能性を示すに過ぎないものだか
らです。しかし、今申し上げたことを踏
まえつつ、一つだけはっきり言えること
があります。それは、イエス様というお
方がとっても恐い一面をお持ちのお方で
あり、決して侮ることはできないという
ことです。 
 ただ、イエス様が恐い、ということ
は、イエス様の一面を現すにすぎませ
ん。ですから、イエス様は恐い、恐い、

神様が恐い、恐いと、その一面だけを強
調したところで、それで本当にイエス様
を知ったことにはなりません。それゆ
え、その逆もまた真なりということでも
ありますが、つまりは、イエス様が優し
く穏やかで親切な方であることを強調す
るのはいいとしても、それだけではない
ということはしっかりと抑えておかなけ
ればならないということです。そうでな
いと、それこそ、イエス様というお方が
薄っぺらいものになってしまいますし、
特に、最後のところでイエス様が「裁き
の日にはソドムの地の方が、お前よりま
だ軽い罰ですむのである」と語っている
ように、イエス様を信じる私たちの信仰
が薄っぺらいものとならないためにも、
ある事柄だけを取り上げて何かを語るこ
とだけは慎まなければならないように思
うのです。特に、こういう時代であれば
こそなおのこと、この点に気をつけなけ
ればなりません。そうでないと、人の恐
怖心を利用し、尋問するかのように人を
洗脳する、いわゆる、カルトといったも
のとの違いが自分自身でも分からなくな
ってしまうからです。ですから、そう考
えるなら、今私たちを取り囲んでいる状
況は非常に厳しいものであり、今まで以
上に、自らの口で、また、その姿を通し
て、イエス様についてしっかりと世に伝
えていかなければならない、今はそうい
う時代なんだと思います。では、それに
ついてはどのようにすればいいのか、こ
の日の御言葉を通し私たちに教えられて
いることは、その激しさに反して、それ
ほど肩に力の入ったものではないように
思うのです。 
 ｢悔い改め、福音を信じなさい｣という
イエス様のこの声を聞き、イエス様と共
に歩み始めたのは、ここで厳しく糾弾さ
れている町々だけではありません。こう
して御言葉に聞いている私たちも同じで
す。では、その私たちが日々、一瞬たり
とも神様から目を離すことがないのか、
正直申せば、私には胸を張ってそう言え
る自信はありませんし、もちろん、皆さ
んも同じなのではないでしょうか。それ
ゆえ、イエス様の仰ることをどこか誤魔
化しながら毎日を過ごしている、それが
私たちでもあるのでしょう。ですから、
悔い改めつつ毎日を過ごしているとは到
底言えないのが私たちであり、それゆ
え、ここで語られていることは自分自身
にも当てはまるようにも思うのです。従
って、この日の御言葉は私たちにもイエ
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ス様に対する恐れを生じさせることにも
なるのでしょう。そして、私たちがその
ように感じるのは、もちろん、悔い改め
つつ歩んで欲しいという、イエス様のそ
の思いを受け止めているからでもありま
すが、ただし、イエス様のその思いとし
ては、私たちの恐怖心を利用して信仰を
奮い立たせ、意のままに操ろうとしての
ことではありません。ここで言われてい
ることは、確かにそう理解できるもので
もありますが、そのため、教会の外の人
からその点について尋ねられれば、私た
ちも答えに窮することもあるのでしょ
う。ただ、そうなるとどういうことにな
るのか。今話題になっている宗教団体し
かり、いわゆるカルトと言われている集
団が概ねそうなのですが、彼らは、地
獄、最後の審判、それに先立つ罪の問題
というものを強調し、人々の恐怖心を利
用して、思考停止の状態に陥れようとす
るのです。それがいわゆる洗脳と言われ
ていることでもありますが、もちろん、
私たちは、彼らのような手法をとること
もなければ、そのようなもの考え方をす
ることもありません。そもそものところ
で言えば、彼らの考え方が聖書の教えか
ら逸脱しているかどうか以前に、人の心
を弄んで、物事を優位に進めることを私
たちは良しとはしないからです。けれど
も、それをしないということはどういう
ことになのでしょうか。それは、ここに
こうして記されていることを曖昧模糊と
したものに置き換え、現実と上手に折り
合いをつけることではありません。御言
葉にしっかり記されているわけですか
ら、私たちはそれを誤魔化すことはしま
せん。ですから、そういう意味で、ここ
に記されていることは、私たちの将来に
ついての一つの可能性を示しているのは
間違いありません。ですから、そうなら
ないためにも、私たちは悔い改めつつ、
日々過ごす必要があるのですが、ただ、
できるとはっきりと言えないのが私たち
でもあるのです。ならば、どうすれば、
悔い改めつつ、私たちは御国に至るその
道を歩み続けることができるのでしょう
か。 
 そこで、私たちが思い、考えることは
強い意志を持たねばならないということ
です。意志が強ければ、横道に逸れるこ
となく、まっすぐに歩み続けられると、
私たちはそう思っているからです。そし
て、もちろん、意思を強く持つことは大
事なことです。何か大きな目的を達成し

ようとするなら、気持ちを強く持ち続け
ることは必要なことだからです。それゆ
え、誰でも始めは、御国に入る日まで、
と、そう強く悔い改め続けることを願っ
たはずなのです。ところがどうでしょ
う。あれっと思うことが多くなり、まっ
いいかと思う日が続き、いつの間にか、
悔い改めのくの字も頭の中に浮かばなく
なってしまった、それは、ここで強く叱
責されている町々だけでなく、私たちも
同じなのではないでしょうか。ですか
ら、なおのこと、私たちは強くそのこと
を意識しなければならないと思うのです
が、では、その意思の力をもってして、
それを続けることが本当にできるのでし
ょうか。その答えは皆さん一人一人の胸
の内にあるように思うのですが、ちなみ
に、私には、強い意志を持ち続ける自信
はありません。それが偽らざるところで
もありますが、しかし、そうであるから
といって、ここで語られているイエス様
の言葉を曲解し、自分に都合のいいよう
に解釈し直すつもりもありません。それ
は、私たちが神になり代わることと同じ
ことだからです。 
 イエス様が強く求める悔い改めとは、
私たちの信仰においては、一般的には神
様の方に向きを変えることだと言われて
います。そして、それは、イエス様を受
け入れるということでもありますが、ま
ただから、そのイエス様を拒めば、当
然、神様の方を私たちが見ていないとい
うことにもなるのです。イエス様から強
い叱責を受けている町々が、ここで「悔
い改めなかった」と過去形で語られてい
るのは、イエス様がその町を去ってから
早々に別の方を見てしまったからでもあ
りますが、けれども、別の方を見ていた
という点では、イエス様の弟子たちも私
たちも変わりはありません。しかし、弟
子たちがそうであったように、イエス様
の弟子たる私たちには、そのような時、
また別の言葉が備えられているのです。
それは、「悔い改めなさい」と私たちを
神様の方へと促すための言葉です。そし
て、この言葉は、強い意志を持てない私
たちを叱責し、その責任を追及するため
の言葉ではありません。なぜなら、そも
そも私たちが強い意志を持ち続けること
ができるくらいなら、イエス様が十字架
に付けられることはなかったからです。
しかし、イエス様を十字架に付けたとい
う責任は私たちの側にあるのは間違いあ
りません。そのため、私たちはその責任
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をとらされないかと怯え、あるいは、そ
の責任から逃れようとして、「神様は愛
の神だから」と言って高をくくり、うや
むやにしたりもするのです。ですから、
私たちが強い意志という考え方をもちだ
してしまうのはそれを潔しとはしていな
いからでもありますが、けれども、それ
ゆえにまた思うのです。ここで強く叱責
されている町々は、もしかしたら、私た
ちと似たような努力をしようとしたので
はないかと。ですから、そう考えるな
ら、ここに記されていることは、信仰の
夢を追い、夢敗れた人々の姿だとも言え
るのでしょう。ならば、私たちはどうな
のでしょうか。 
 自らの意思の力をもって、何かを克服
しようとする時、その主人は神様ではな
く、私たち自身です。それゆえ、自分で
はどうすることもできない理由で道から
外れることになったら、その責任は私た
ち自身にあるのは間違いありません。け
れども、そこでなぜどうしてと責任を追
及されて、それで本当に何かが変わるの
でしょうか。ある人は、そのように責任
だけを追及し、人を追い詰める言葉を
「尋問する言葉」と称しておりますが、
それは、アルコール依存症然り、ギャン
ブル依存症然り、その弊害として現れる
様々な問題性は、その責任を追及するだ
けでは何も解決することはないからで
す。そして、それは、私たちの罪におい
ても同じです。そもそものところで言え
ば、この罪という問題は私たちには克服
可能なものなのでしょうか。しかし、そ
れにも関わらず、神様はその私たちのこ
とをお赦しくださったのです。それは、
私たちの罪がすべて解消されたからでは
ありません。罪あるそのままをイエス様
を通して神様が引き受けてくださったか
らです。だから、私たちはこの神様の赦
しに気づき、神様の方を見ることができ
るのです。 
 従って、悔い改めよとの呼びかけは、
5 時になれば辻辻のスピーカーから流れ
る、あの隣の町にいたら聞こえないよう
な呼びかけではありません。そういう言
いっ放し、やりっぱなしのものではな
く、イエス様の呼びかけるその声は、イ
エス様がいますところでしか聞こえてこ
ないものなのです。ですから、そういう
意味では、普遍性はありませんし、一般
的でもありません。けれども、私たちは
イエス様のその声を間違いなく聞いてい
るのです。それは、イエス様がいますと

ころに共にいるからです。そして、この
一緒にいる、共にあるということです
が、このことは、私たちが決めることで
はなく、イエス様がお決めになることで
あり、そして、それが許されているのが
私たちでもあるのです。ところが、ここ
でイエス様が糾弾している町々はそうで
はなかった。それは自分ですべてを決め
ようとしたからでもありますが、そのた
め、夢破れて共にあることに背を向けて
しまった、諦めてしまったのです。つま
り、イエス様の居ないところを自ら選び
取ってしまったということです。けれど
も、ここでの激しさがその思い入れの深
さの裏返しであるように、その怒りは
町々との関係性を断ち切ろうとしてのも
のなのでしょうか。その愛の深さゆえ
に、父なる神様と同じ方法をもってし
て、何としてでも自分の方に振り向かせ
ようとしている、それが私たちのイエス
様であると思うのです。ですから、その
根底にあるものは、放蕩息子の譬えに記
されているものと同じです。 
 ここに記されていることは、私たちが
恐いと思う人をただ恐い恐いと言って恐
れるだけのものではありません。敬愛
し、畏怖する気持ちをより強く感じさせ
るものであり、それゆえ、その根底にあ
るものは、見捨てない、手放さないとい
う深い愛でもあるのです。ですから、こ
こでイエス様が仰っていることは私たち
を震え上がらせることがその目的ではあ
りません。その根底にあるものがイエス
様の愛であり、この愛に対する気づきを
与えるものでもあるのです。従って、私
たちを責め立て、無理強いし、回心を迫
るものではありません。神様とイエス様
の愛に囲まれているとの気づきが私たち
をして自ずと神へと向かわせる、私たち
はそういう交わりの中を生きている、こ
の御言葉が知らしめていることは神様と
イエス様の愛の深さであると同時に、イ
エス様との交わりの中に、私たちが確か
に置かれているという、この事実を知ら
しめていると、私はそう思うのです。で
すから、主にある交わりの中にあること
をもう一度しっかりと心に留め、新しい
一週間を過ごす私たちでありたいと思い
ます。祈りましょう。 


